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「らくらくノート」で
『ホップ・ステップ・ジャンプ』
（計算ドリル編）

岡山市立第一藤田小学校教諭　安原　暁美

１　なぜ，らくらくノート

　『みんなで跳んだ』は，私の中では感慨深

い話です。運動会で長さ20ｍほどの縄をク

ラス全員が跳ぶ大縄跳びの種目でのことです。

どうしても跳べない生徒がいるわけです。で

も，彼は跳びたいのです。クラスの中に様々

な葛藤が起こります。苦労して苦労して，最

後にはみんなで跳ぶことができます。回数は

少ないけれど，何事にもかえがたい達成感を

子どもたちは得るわけです。

　『みんな跳びながら泣いていました。』そう

いう一文がありました。達成感は，まさに宝

です。子どもたちの心の財産と言えるでしょ

う。これからの時代を「生きていく」，いえ，

「生き抜いていく力」になることでしょう。

こういう積み重ねは，自分の心をコントロー

ルする力にもなるように思います。ですから，

こういう「やれた」「できた」と言う場面を，

私たち教師は意図的につくる必要があると感

じています。しかも，学習の中では案外簡単

に設定できるものだと思うのです。

　その一つが，「らくらくノート」ではない

でしょうか。私は，「らくらくノート」を見

たとき

① 今日するところ

② ノートに書く場所

③ノートへの書き方

がわかり「できそうだ」と感じながら家庭学

習をしている子どもの姿が目に浮かびました。
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２　学習の中で使う（その１）

　「らくらくノート」を学習の中で使うこと

もあります。家庭学習は，できるだけ抵抗な

く「できそうだ」という思いで取り組ませた

いものです。子どもたちがつまずきそうなと

ころは，補充問題として「らくらくノート」

に直接することもあります。

　たとえば，4年生の分度器で角度を測る学

習の場合です。ノートには，図が描いてあり

何をすればいいのかは一目瞭然です。家庭学

習には，そこを印刷して出しました。同じ問

題を繰り返してすることは定着への第一歩だ

と考えています。

３　学習の中で使う（その２）

　「らくらくノート」を直接使うわけではあ

りませんが，習熟度に合わせて「まとめ」が

できたら，計算ドリルを算数ノートにするな

どしています。家庭学習としてするときには，

２度目になるので意欲的に取り組みます。

　また，学年の実態に合わせて，計算ノート

（パワーアップノート）にしています。

４　朝学習で使うことも

　家庭学習で間違いが多いときには，問題を

記入して「らくらくノート」を印刷し，朝学

習（基礎学力の時間）のプリントにすること

もあります。何度もすることで，習得できた

のでしょう。次の学習場面で「前にした筆算

の計算ににている。」「あの考え方が使えそう

だ。」と数学的な考え方をすることができま

した。
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５　夏休みの課題として

　今年度は，３年生から６年生までの少人数

指導を担当しているので，夏休みの課題の一

つに「らくらくノート」１冊を出しました。

負担になってやる気をなくすのではないだろ

うかと心配していましたが，何と，子どもた

ち全員がしていてうれしくなりました。

　お家の方の励ましの言葉も添えられている

ものもありました。

６　「らくらくノート」の
      最後のページ

　算数ノートを忘れたときや，終わったのに

買い忘れたときなどに使うようにすることも

あります。

　なお，ドリルの問題は，上から下に並んで

いますので，「らくらくノート」もそうなっ

ていますが，教科書などの復習問題は，左か

ら右へ並んでいますので，書き方を変えるこ

とがあります。それで，算数ノートや習熟度

別（チャレンジコース）で使う計算ノートの

使い方については，「らくらくノート」の最

後のページや算数ノートの見開きに，使い方

についてプリントしたものを貼って指導して

います。「まとめ」を書いてから計算ドリル

をする場合，いつも20問できるとは限らな

いこともあるので，このような配慮をしてい

ます。

子どもの感想
・やりやすいからおもしろい。
・ノートが，やりやすい。
・書きやすい。
・ どこに書くか書いてあるし，計算する
場所が広いからやりやすい。

（４年生）

・番号が書いてあるのでやりやすい。
・ マスの大きさがちょうどよくて，字が
きれいに書けた。
・分数の計算スペースがあってよかった。

（６年生）
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７　ふり返り

　ノートを見ると計算ドリルをしているとこ

ろや間違ったところなどがよくわかります。

そういうところを学習に生かすには適してい

るように思います。

　賞シールは，目に見える達成感でしょう。

『心は見えないけれど　心遣いは見える』と

いうところでしょうか。やはり，形として目

に見える物は必要のように思います。

８　終わりに

　教材の開発には，子ども達の心を育てるた

めのものとして，現代のニーズに合った挑戦

をお願いしたいと思っています。

（22年度までの教材を使った実践例です。）


